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1 以下、美濃鎮における客家語を美濃客家語とする。 
台湾高雄県美濃鎮における客家語の音韻現象 －音節頭子音/n/、/l/の音節について－ 








































破裂音 無気 p  t    k  
 有気 ph  th    kh  
鼻音  m  n   ɲ ŋ  
摩擦音   f v s ʃ  ʒ ɕ   h 
破擦音 無気   ts ʧ ʨ    
 有気   tsh ʧh ʨh    
















    
 i ɨ u 
 ɛ  ɔ 
   ɑ 
 
 [ɨ]は[ts][tsh][s]のみに後続し、介音を伴うことがない。 
なお、インフォーマントは[ɲiɛn] [ɲiɛt]の二つの音節を[ɲin] [ɲit]と発音した。 
 
2.4. 声調 
 調類 陰平 陽平 上声 去声 陰入 陽入 
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る五年制の看護学校を卒業（その間学校の寮に住んでいた）。卒業後、高雄市内の







①nɑ ②nɑu ③nɑi ④nɑm ⑤nɑp ⑥nɑn ⑦nɑt ⑧nɑŋ  ⑨nɑk 
□１ lɑ □２ lɑu □3 lɑi □4 lɑm □5 lɑp □6 lɑn □7 lɑt □8 lɑŋ □9 lɑk 
 
◯10 ɲiɑ ◯11 ɲiɑu  ◯12 ɲiɑm  ◯13 ɲiɑp  ◯14 ɲiɛn ◯15 ɲiɛt ◯16 ɲiɑŋ◯17 ɲiɑk ◯18 nɛ  ◯19 nɛu 
□10 liɑ □11 liɑu   □12 liɑm  □13 liɑp  □14 liɛn □15 liɛt  □16 liɑŋ □17 liɑk □18 lɛ   □19 lɛu 
 
◯20 nɛm◯21      ◯22 nɛn  ◯23 nɛt   ◯24 nɔ   ◯25        ◯26 nɔn   ◯27  ◯28 nɔŋ ◯29 nɔk 
□20 lɛm□21 lɛp   □22      □23 lɛt    □24 lɔ   □25 lɔi     □26 lɔn   □27 lɔt   □28 lɔŋ  □29 lɔk 
 
◯30 ɲiɔŋ  ◯31  ɲiɔk ◯32 nu ◯33 nji ◯34 nui ◯35 nun ◯36  ◯37 nuŋ ◯38 nuk ◯39 ɲiu 
□30 liɔŋ  □31  liɔk □32 lu □33 li □34 lui □35 lun □36 lut □37 luŋ   □38 luk  □39 liu 
 
◯40 ɲim ◯41 ɲip ◯42 ɲin ◯43 ɲit ◯44 ɲiun ◯45  ◯46 ɲiuk ○47 ɲi ɔ  ◯48 ɲiɔn  































◯1 nɑ   （手で持つ） 
◯2 nɑu  （美しい） 
◯3 nɑi   kiu  （いつ）、nɑi   ɛ   （どれ）、nɑi   ɛ  （どこ）、thi   nɑi   hɑ┤ （床） 
◯4 nɑm   ɲin  （男性）、nɑm  （南） 
◯5 nɑp   sɔi  （納税） 
◯6 nɑn  （難しい） 
◯7 なし 
◯8 nɑŋ   （～してから） 
◯9 nɑk  （笑う） 
◯10 ɲiɑ（あなたの） 
◯11 ɲiɑu  （尿） 
◯12 ɲiɑm  （ねばねばする） 
◯13 pit   ɲiɑp  （卒業する） 
◯14  ɲin  （首をしめる）、ɲin    （年） 
◯15  ɲit  （月） 
◯16 ɲiɑŋ     ɲiɑŋ     ɔi  （どうしても要る） 
◯17 ɲiɑk   kɔk （こめかみ） 
◯18 nɛ   （語気を表す語） 
◯19 nɛu  （牛乳などがとろりとして濃い） 
◯20 nɛm （触った感じが柔らかい） 
◯21なし 
◯22 ɲiu   nɛn  （牛乳） 
◯23 nɛt  （つまむ） 
◯24 nɔ  mi  （もち米） 
◯25なし 
◯26 sɛu┤nɔn┤ （暖かい） 
◯27なし 
台湾高雄県美濃鎮における客家語の音韻現象 －音節頭子音/n/、/l/の音節について－ 
- 135 - 
◯28 pɔi   nɔŋ  （背中） 
◯29未確認 
◯30  ɲiɔŋ    ɛ （どうやって） 
◯31なし 
◯32 nu   lit （努力する） 
◯33 nji   ku┤ （尼さん） 
◯34 nui   sam  （下着） 
◯35 nun （野菜などが新鮮で柔らかい） 
◯36なし 
◯37 nu   fi （農協） 
◯38 nuk  （ビクッとする） 
◯39  ɲiu  （牛） 
◯40  ɲim  （詩を吟じる） 
◯41  ɲip   lɔi  （入りなさい） 
◯42  ɲin  （人） 
◯43 ɲit   thɛu  （太陽） 
◯44  ɲiun  （銀） 
◯45なし 
◯46 ɲiuk   （肉） 
 
●頭子音/l/の音節を含む語 
□1 lɑ  pai  （足りる） 
□2 lɑu  （水などをすくう） 
□3 lɑi   ɛ  （息子） 
□4 tshɔi  lɑm  （野菜かご） 
□5 lɑp   ɲiuk  （ベーコンのような肉の加工品） 
□6 hɛu  lɑn （唾液）、lɑn   sɨ   （怠け者） 
□7 lɑt  （味が辛い） 
□8 lɑ   （冷たい、寒い）、ɲiɑp   lɑ   （いなびかり、いなづま） 
□9 lɑk   kɛ  （カレンダー）、lɑk  khɔi   lɔi  （切り開く） 
□10なし 
□11 liɑu  （遊ぶ） 
□12 liɑm   mɛ   （鎌） 
□13 liɑp  （丸いものを数える語）、liɑp  （すきまに挟まる） 
□14 liɛn   fa （蓮の花） 
□15 liɛt  （裂ける） 
□16 liɑ    （衣服を数える語） 
□17 liɑk   （狩猟で首を引っ掛けて獲る） 
中山 薫 
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□18 ɑ   lɛ   （～しなさい） 
□19 sɑm   lɛu   （三階）、lɛu   （水などが漏れる） 
□20 lɛm  （引きずり出す） 
□21なし 
□22なし 
□23 lɛt  （両手で抱える） 
□24 lɔ    fu   （虎）、lɔ    tshu（ねずみ）、lɔ    mɔi  （妹）、lɔ    thai  （弟）、 
thiɛn   lɔ    vɛ  （タニシ）、lɔ    kuŋ   （夫） 
□25 lɔi  （来る） 
□26 lɔn  （卵） 
□27 lɔt  （かきまぜる） 
□28 lɔ    （波）、sɛ   lɔ    （娘の夫） 
□29 lɔk   i  （雨が降る） 
□30 liɔ    （二つ） 
□31 liɔk   thɛu  （男性が髪をすく、なでつける） 
□32 ha    lu  （歩く） 
□33 li   ha   （旅行） 
□34 lui   kuŋ   （雷） 
□35 lun   mi  （機械で精米する） 
□36 lut  （外す） 
□37 ɲi   lu   （耳が聞こえない） 
□38 luk    kɛ  （鹿） 
□39 liu  （劉） 
□40 lim  （飲む） 
□41 kuɛt   lip  （国立） 
□42 lin  （魚のうろこ） 
□43 mɔ    lit  （力がない） 
□44 liun （ボタンのないセーターをかぶるように着る） 
□45 liu   （龍） 
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□4 tshɔi  nɑm  （野菜かご） 
□6 hɛu  nɑn （唾液）、nɑn   sɨ   （怠け者） 
□8 nɑ   （冷たい、寒い）、ɲiɑp   nɑ   （いなびかり、いなづま） 
□20 nɛm  （引きずり出す） 
□24 nɔ    fu   （虎）、nɔ    tshu（ねずみ） 
□26 nɔn  （卵） 
□28 nɔ    （波）、sɛ   nɔ    （娘の夫） 
□35 nun   mi  （機械で精米する） 













 例 [lɔ    fu ]（虎）、[nɔ   tshu    ]（ねずみ）（鍾沐卿氏の場合） 
   [nɔ    fu  ]（虎）、[nɔ   tshu    ]（ねずみ）（中山梅蘭氏の場合） 
   [lɔ    mɔi   ]（妹）（二人とも） 
      [lɔ    thai   ]（弟）（二人とも） 
 
（ 2 ） [lɑm][lɑn][lɑ][lɔn][lɔ][lun][lu][lɛm] が 、 イ ン フ ォ ー マ ン ト の 発 音 で

























  雨が降る： nɔk   i 



















 例 [lɑi   kiu  ]（いつ） 






























第 42 巻 
橋本萬太郎「四県客家語の音声論」『客家語基礎語彙集』所収（1957 年 10 月 26 日東京大
学で開催された、中国語学研究会第８回全国大会での、口頭発表客家語四県方言




（四県方言の調査対象は、明治 42 年生まれ苗栗県出身の人で、調査は昭和 31 年
から昭和 33 年にかけて行われた。） 
